
学校番号 1202 

平成 31 年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 
子どもの発達と

保育 
単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 子どもの発達と保育 育つ・育てる・育ち合う （教育図書） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・子どもの発達と保育について関心を持ち、理解を深め、知識を身に付けましょう。 

・実践的・体験的な学習を通して、科学的な理解に基づいた確かな技術を身に付けよう。 

・１年間を通して、講義での授業の他、実習、実験、グループワーク等さまざまな形式での授業を 

行います。日々の授業を大切にしましょう。 

・提出物は期限を守り、教科書・ファイルの他、エプロン・三角巾等の忘れ物がないようにし、 

 ルールはしっかり守りましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

乳幼児の発達の特徴、乳幼児の生活と保育などに関する知識と技術を習得させ、子どもの健全な成

長を図る能力と態度を育てる。 

保育の意義を理解し、現代の子育てとその課題を理解させ、問題解決能力と態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

子どもの発達や子育

て支援について関心

を持ち、実際に子ども

と関わろうとする意

欲と態度を身につけ

ている。 

子どもを生み育てる

ことや、家族の役割や

地域の子育て支援な

どについて課題を見

いだし、思考を深め適

切に判断し、創意工夫

し表現する能力を身

に付けている。 

子どもと触れ合った

り、子育て支援を行

っている人々と交流

を図ったりする学習

を通して、子どもの

発達の特性や発達過

程に対応した技術を

身に付けている。 

子どもの発達の特性

や発達過程、保育な

どに関する知識を身

に付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ワークシートやプリ

ントの記述 

実習記録表、レポー

ト、発表、自己評価な

ど 

学習状況の観察 

ワークシートやプリ

ントの記述 

実習記録表、レポー

ト、発表、自己評価、

定期考査の結果など 

学習状況の観察 

ワークシートやプリ

ントの記述 

実習記録表、レポー

ト、製作品、発表、

自己評価、相互評価

など 

学習状況の観察 

ワークシートやプリ

ントの記述 

実習記録表、レポー

ト、発表、自己評価、

定期考査の結果など 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４
月
・５
月 

子
ど
も
の
発
達
の
特
性 

○生涯発達における乳幼児

期の重要性 

○発達と環境 

○保育に見る発達観・児童観 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

a:人間の発達について、自分自

身の問題として考える姿勢

を持っている。 

b:人の一生をライフサイクル

として捉え人とのかかわり

がいかに大切かを認識して

いる。 

c:社会の人間観の変遷がその

まま児童観の変遷に反映さ

れていることを例を挙げて

示すことができる。 

d:子どもを取り巻く環境には

様々なシステムがあり、その

かかわりの大切さを理解し

ている。 

授業観察 

ワークシート 

定期考査 

６
月
・７
月 

子
ど
も
の
発
達
過
程 

○身体発育と運動機能の発

達 

○乳幼児期のからだの発育 

   妊婦疑似体験実習 

○乳幼児期の発達の特徴 

○人間関係の発達 

○心の発達       

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ ○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a:乳幼児の精神発達について、

自分自身の子ども時代のこ

とを調べるなどして、具体的

に考える姿勢を持っている。 

b:乳幼児期の基本的情緒の形

成には、愛情で結ばれた親と

子の絆が重要であるという

認識を深めている。  

c: 乳幼児の生理的特徴が成人

と大きく異なることを具体

的に説明できる。 

d:発達の共通性と個別性につ

いて理解している。 

授業観察 

ワークシート 

実習レポート 

定期考査 

  

１学期期末考査      定期考査 



７
月
・８
月
・９
月 

８
月
・９
月 

子
ど
も
の
生
活 

○子どもの健康と生活 

   沐浴実習 

○子どもの食事 

   離乳食・幼児食実習 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ ○ 

 

○ 

a:子どもの生活を学ぶ中で、

様々な課題や問題点を考え

ようという態度が見られる。 

b:食事が生活習慣の形成や心

の発達に及ぼす影響を認識

している。 

c:乳幼児期の食生活の特徴を

把握し、説明することができ

る。 

d:子どもの用語の必要性と目

的について理解している。 

授業観察 

ワークシート 

実習レポート 

定期考査 

９
月
・１
０
月 

子
ど
も
の
生
活 

○子どもの衣服 

   製作実習 

   おむつの性能実験 

○子どもの遊びと生活 

   おもちゃ製作実習 

○子どもの健康管理 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:保育者としてどのように関

わるのがよいか、理想像を考

えながら学習する姿勢を持

っている。 

b:子ども自身の表現活動を活

発にするために何が必要か、

という見方ができる。 

c:さまざまな児童文化財のな

かから、子どもの発達段階に

ふさわしいものを選択する

ことができる。 

d:子どもの健康状態の観察の

ポイントを理解している。 

授業観察 

ワークシート 

レポート 

実習レポート 

定期考査 

１
０
月
・
１
１
月
・
１
２
月 

 

子
ど
も
の
保
育 

○保育の意義と目標 

○保育の方法 

○保育の環境 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:保育の意義について、自分自

身が親になることを考える

など、自分の問題として捉え

る態度が見られる。 

b:年齢に応じた保育者の関わ

りを考えることができる。 

c:保育者としての具体的な援

助の方法を説明することが

できる。 

d:家庭保育と集団保育の役割

を理解している。 

授業観察 

ワークシート 

定期考査 

  

２学期期末考査      定期考査 



１
２
月
・
１
月 

 

子
ど
も
の
福
祉 

○児童福祉の理念と制度 

○福祉に関わる施設 

○ ○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a:児童福祉の必要性について

具体的な問題を通して考え

ようとする姿勢が見られる。 

b:子どもを保護対象とするだ

けでなく、主体的な存在とし

て捉えることができる。 

c:児童福祉について、法律や制

度の点から考察できる。 

d:児童福祉の理念と特徴を理

解している。 

授業観察 

ワークシート 

定期考査 

２
月 

子
育
て
支
援 

○これからの子どもの福祉 ○ ○ ○ ○ 

 

 

 

a:法律や制度を実生活に結び

付けて学ぼうとしている。 

b:児童福祉の理念がさまざま

な制度に生かされているこ

とを認識している。 

c:主な施設の役割について説

明することができる。 

d:児童福祉を実現するための

法律・制度を理解している。 

授業観察 

ワークシート 

定期考査 

  

３学期期末考査  ○ ○ ○  定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

  

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


